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論文審査の要旨 

 

申請者は、肥満症患者 335 例を対象に、5 年間の追跡により、血清尿酸値と心血管疾

患（CVD）イベント発症の関連性について検討し、女性の肥満症患者における高尿酸血

症は、CVD 発症の新たな危険因子であることと，尿酸値高値のみならず尿酸値低値にお

いても、男女ともに CVD 発症リスクの上昇傾向を示したことを報告した。 

公聴会では、高尿酸血症が CVD 発症のリスクとなるメカニズムについての質問に対

して、高尿酸血症の病態は、尿酸の生合成に働く XOR 活性が促進され、尿酸が生体内

に過剰に産生され、酸化ストレスと炎症が惹起され、血管内皮機能に有害な影響を及ぼ

すことで CVD 発症リスクが上昇すること、また、低尿酸血症の CVD リスクとの関連に

ついては、低尿酸血症では尿酸の抗酸化作用が減弱し、本来の尿酸が有する抗酸化作用

が発揮されなくなることが推察される点と低尿酸血症による血管内皮機能低下や糸球

体ろ過量の低下の関与が考えられること、本研究が肥満症患者を対象としている理由に

ついては、先行研究で肥満症患者を対象とした研究がなく大変興味深い研究になると考

えたことなど、全ての質問に対し的確な回答が行われた。さらに、一般住民と肥満者間

の相違点について、対象者の相違に大きな差異はない可能性について言及した。 

以上より、主論文の内容，公聴会での発表・質疑応答、参考論文と併せて、審査委員

すべてが適と判断し、医学博士の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに臨床実証医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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